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近年、急速に拡大している太陽電池市場であるが、その中でも単結晶ならびに多結晶シリコ

ンを用いた結晶シリコン系太陽電池が依然として市場の８０％以上を占めている。一方、市場の

グローバル化に伴い、中国や台湾での生産量が拡大するとともに価格が急速に低下している。今

後の太陽電池市場においては、結晶シリコン太陽電池の低コスト化ならびに高効率化が必要不可

欠である。このような状況に対し、さらなる高効率化・低コスト化を目指した技術開発が精力的

に行われている。２０２０年頃の量産に必要な技術目標が、ITRPV のロードマップに示されてい

る(表１) [1]。結晶に関しては、高品質化、モノライク、ｎ型などが掲げられている。一方、基

板に関しては１２０μｍ程度の薄型化、太陽電池においては、１２０Ω/ｃｍの高抵抗エミッタ、

それに伴うフィンガー幅３０μｍの微細配線や数μｍの微細テクスチャー、加えて再結合電流が

８０ｆA/ｃｍ2の高品質パッシベーション技術などが必要である。加えて、価格ならびに安定供

給の観点から電極材料の銀の使用量削減が、さらには、銀の代りに銅を配線材料として用いる検

討が進められている。デバイス構造としては、効率２３％程度を目標とした、いわゆる PERL

（passivated emitter, rear locally- diffused）セル[２]を基本とした量産技術に関する研究

開発が活発に進められている。一方、２５％あるいは

それ以上の高い変換効率の実現を目標として、裏面ヘ

テロ接合型の太陽電池の開発が進められている。接合

を裏面に配置することにより、表面電極をなくしてい

る。この結果、シャドーロスによる損失がなくなり、

高い電流値を得ることが可能となる。一方、シリコン

結晶とアモルファスシリコンとのヘテロ接合により、

高い電圧が期待される。現時点ではシャープが２４．

７％の高い変換効率を実現している。本講演では、こ

れら技術に関し、現在我々が NEDO のプロジェクトに

おいて開発している高効率/低コスト太陽電池を中心

に最近の技術動向を紹介する。 
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表１ 技術目標 [1] 
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